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弥教授は，”vision and hard work”，すなわち「よい
visionをもって一生懸命に働くことが大切である」
と講演で述べられていた。身に染みるお言葉である。





















































”dans les champs de l'observation, le hasard ne 








































前期（理系） 55 212 194 188 57
文 学 部 前　　期 220 665 665 656 226 1 225
教育学部
前期（文系） 50 188 188 187 51
62
前期（理系） 10 41 41 41 11
法 学 部 前　　期 320 780 780 770 332 332
経済学部
前期（一般） 180 629 629 622 190
240前期（論文） 25 130 88 87 25
前期（理系） 25 148 110 109 25
理 学 部 前　　期 311 907 890 886 315 315
医 学 部 前　　期 250 683 667 656 269 7 2 264
薬 学 部 前　　期 80 234 234 227 84 84
工 学 部 前　　期 955 2,761 2,761 2,722 960 1 959
農 学 部 前　　期 300 855 855 851 315 315






最も優秀な課程博士論文の出版助成制度 文 学 研 究 科
若手研究者出版助成事業 教 育 学 研 究 科
高大接続を基礎とした京都大学の教育力強化に関する基礎的実証分析
－（高大接続，入試方法の改善，大学教育の改革の三本柱）への提言のために 教 育 学 研 究 科
若手研究者に係る出版助成事業 法 学 研 究 科
若手研究者の優秀学位論文等出版事業 経 済 学 研 究 科
生物資源経済学領域の学位論文に対する出版助成事業 農 学 研 究 科
若手研究者出版助成制度 人 間 ・ 環 境 学 研 究 科
平成24年度地球環境学堂出版助成事業 地 球 環 境 学 堂
新日本型経営モデル研究叢書シリーズ出版事業 経 営 管 理 研 究 部
若手研究者に係る出版助成事業 人 文 科 学 研 究 所
京都大学アフリカ研究出版助成 アフリカ地域研究資料センター
教育・研究における学際融合促進のための学術分野特性調査 事　 務　 本　 部  （総 務 部）
京都大学高校生フォーラム in TOKYO 事　 務　 本　 部  （総 務 部）
時計台ディスプレイ等のコンテンツ制作 事　 務　 本　 部  （渉 外 部）
大学ムック本「京都大学 by AERA」の制作 事　 務　 本　 部  （渉 外 部）


























医 学 科 前期 107 338 322 317 112 112
人間健康科学科 前期 143 345 345 339 157 7 2 152
看護学専攻 前期 70 171 171 167 74 6 2 70
検査技術科学専攻 前期 37 78 78 78 40 40
理学療法学専攻 前期 18 28 28 26 19 19
作業療法学専攻 前期 18 68 68 68 24 1 23
薬学部 前期 80 234 234 227 84 84
薬 科 学 科 前期 50 129 129 126 53 53
薬 学 科 前期 30 105 105 101 31 31
〈工学部・農学部学科別内訳〉



















地 球 工 学 科 前期 185 352 352 175 175
建 築 学 科 前期 80 284 284 82 1 81
物 理 工 学 科 前期 235 725 725 238 238
電気電子工学科 前期 130 432 432 133 133
情 報 学 科 前期 90 334 334 92 92
工 業 化 学 科 前期 235 634 634 240 240
農学部 前期 300 855 855 851 315 315
資源生物科学科 前期 94 －－－ 97 97
応用生命科学科 前期 47 －－－ 49 49
地域環境工学科 前期 37 －－－ 40 40
食料・環境経済学科 前期 32 －－－ 34 34
森 林 科 学 科 前期 57 －－－ 59 59
食品生物科学科 前期 33 －－－ 36 36
※工学部の学科別志願者数及び第１段階選抜合格者数は，第１志望学科の数を示す。
［外国学校出身者のための選考の実施結果（外数）］
学　　部 募集人員 志願者数 第１次選考合 格 者 数 受験者数 合格者数 入学者数

















総 合 人 間 学 部 前　期
（文　　系）   800　　点 653.83　　点 542.33　　点 573.58　　点
（理　　系） 800 602.50 409.50 451.62
文 学 部 前　　　　期 750 621.60 487.83 519.96
教 育 学 部 前　期
（文　　系） 900 706.74 602.96 639.30
（理　　系） 900 628.50 544.55 579.95
法 学 部 前　　　　期 750 646.10 475.90 512.08
経 済 学 部 前　期
（一　　般） 800 645.75 533.15 563.86
（論　　文） 600 401.16 330.16 353.53
（理　　系） 900 713.30 563.21 604.83




1,300 1,143.15 946.85 1,003.49
人 間 健 康 科
学 科
看 護 学 専 攻 1,200 748.56 590.50 642.24
検査技術科学
専 攻 1,200 846.36 692.20 751.68
理 学 療 法 学
専 攻 1,200 846.86 668.63 749.61
作 業 療 法 学
専 攻 1,200 823.26 689.73 722.61
薬学部
薬 科 学 科
前　　　　期
950 754.81 602.80 647.15
薬 学 科 950 800.71 600.86 644.00
工学部
地 球 工 学 科
前　　　　期
1,000 710.25 545.21 577.03
建 築 学 科 1,000 785.38 559.01 611.05
物 理 工 学 科 1,000 805.90 584.10 640.27
電 気 電 子 工 学 科 1,000 772.86 571.66 617.02
情 報 学 科 1,000 751.28 581.03 632.88
工 業 化 学 科 1,000 783.91 562.16 610.58















人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
北海道
7 19 7 13 14 21 3 4 31 8 127




1 2 1 1 2 2 1 1 1 1 13
1 1 1 1 4
岩　手
1 1 1 4 2 2 11
1 1
宮　城
7 6 3 4 7 8 1 1 13 6 56
2 3 1 3 3 1 5 1 19
秋　田
1 2 1 6 2 12
2 1 1 1 5
山　形
6 1 2 1 1 6 17
3 1 1 1 3 9
福　島
5 3 2 1 3 5 1 1 1 7 4 33




7 6 1 6 10 4 2 5 21 8 70
2 3 1 2 1 3 8 2 22
栃　木
4 2 1 2 4 3 3 7 4 30
1 1 1 1 3 2 9
群　馬
5 4 1 1 7 9 1 2 12 7 49
1 1 2 1 5 3 13
埼　玉
8 10 1 7 16 14 1 1 5 45 12 120
1 2 5 1 12 2 23
千　葉
11 13 6 11 19 28 4 3 42 9 146
1 5 2 2 9 1 2 7 3 32
東　京
48 72 19 47 99 98 12 8 11 126 62 602
12 18 1 11 19 33 1 3 1 39 17 155
神奈川
14 13 6 17 32 19 2 2 3 68 12 188




2 4 2 5 6 12 20 6 57
1 1 1 1 5 4 4 17
富　山
3 8 2 2 6 10 2 1 20 4 58
2 3 1 1 3 1 7 2 20
石　川
5 16 4 9 9 11 5 7 3 30 9 108
8 1 5 3 2 5 1 8 3 36
福　井
3 7 2 10 9 7 4 2 27 6 77
1 1 3 2 1 3 1 7 2 21
山　梨
4 2 3 1 2 7 2 21
2 1 1 1 4 9
長　野
8 9 4 8 11 13 5 2 13 7 80
2 1 2 3 1 3 1 4 2 19
岐　阜
12 14 10 14 10 11 1 2 6 56 13 149
2 7 2 8 3 5 1 3 23 8 62
静　岡
8 14 2 9 12 22 3 3 11 42 13 139
3 10 1 3 2 11 2 3 20 7 62
愛　知
17 38 11 53 64 60 10 16 22 203 37 531










人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
三　重
6 10 6 7 17 15 6 6 5 60 18 156
1 7 2 4 5 6 1 4 1 27 8 66
滋　賀
2 14 7 18 12 24 3 19 6 94 21 220
6 1 8 3 6 2 12 1 28 7 74
京　都
30 74 22 81 95 63 51 45 23 294 100 878
13 27 6 36 23 25 20 21 9 90 36 306
大　阪
62 98 37 160 141 115 46 106 38 575 196 1574
24 27 11 70 42 35 14 41 16 196 76 552
兵　庫
43 40 19 69 100 67 84 37 17 252 82 810
9 14 10 32 33 27 41 18 9 105 36 334
奈　良
24 36 5 62 54 38 45 14 19 221 54 572
8 16 3 37 20 19 16 7 8 83 23 240
和歌山
4 5 3 7 8 5 9 6 4 36 15 102




3 4 4 2 6 1 2 9 3 34
2 3 3 2 1 2 3 16
島　根
1 2 2 3 1 1 13 2 25
1 1 8 10
岡　山
8 12 4 13 8 7 2 5 3 49 11 122
1 6 1 5 1 4 2 1 16 2 39
広　島
15 27 12 28 28 48 7 13 11 82 15 286
5 11 1 17 15 24 4 5 4 34 7 127
山　口
3 3 2 8 7 4 2 1 2 14 9 55




2 6 2 9 2 1 9 4 35
1 3 1 4 2 1 12
香　川
4 4 14 9 10 3 2 4 24 5 79
1 2 6 3 4 2 8 2 28
愛　媛
3 7 3 12 8 13 2 3 24 6 81
2 1 4 3 3 1 10 1 25
高　知
3 7 3 3 5 9 1 1 13 9 54




16 25 5 29 26 32 15 3 8 97 21 277
5 7 3 12 8 6 5 3 37 5 91
佐　賀
2 1 1 3 2 6 1 11 5 32
1 3 2 5 2 13
長　崎
3 3 1 2 8 2 4 5 1 8 12 49
1 1 1 1 5 1 5 5 20
熊　本
4 7 3 4 2 7 1 2 17 10 57
3 2 1 1 4 4 15
大　分
1 5 1 1 8 2 2 2 11 6 39
3 1 2 1 2 2 11
宮　崎
3 4 2 4 3 6 1 4 1 4 4 36
1 3 1 1 1 1 1 2 1 12
鹿児島
7 5 5 6 3 19 4 2 2 17 8 78
2 1 2 1 5 2 13
沖　縄
2 3 1 2 4 6 2 1 5 1 27
1 1 1 3
合 計
432 659 227 770 894 890 335 344 232 2,740 849 8,372













25.3卒 24.3以前卒 25.3卒 24.3以前卒
総合人間学部
人 人 人 人 人 人
439 258 181 125 81 44
認　　5 認　　1 認　　4
他　　2 他　　2
58.8% 41.2% 64.8% 35.2%
文 学 部
665 445 220 225 156 69
認　　6 認　　3 認　　3
66.9% 33.1% 69.3% 30.7%
教 育 学 部
229 146 83 62 44 18
認　　2 認　　1 認　　1
63.8% 36.2% 71.0% 29.0%
法 学 部
780 507 273 332 221 111
認　　7 認　　2 認　　5 認　　1 認　　1
他　　2 他　　2
65.0% 35.0% 66.6% 33.4%
経 済 学 部
907 577 330 240 151 89
認　 11 認　　6 認　　5
他　　2 他　　2
63.6% 36.4% 62.9% 37.1%
理 学 部
907 582 325 315 188 127
認　 15 認　　4 認　　11 認　　3 認　　2 認　　1
他　　1 他　　1 他　　1 他　　1
64.2% 35.8% 59.7% 40.3%
医 学 部
医 学 科
338 204 134 112 79 33
認　　2 認　　2
60.4% 39.6% 70.5% 29.5%
医 学 部
人間健康科学科
345 228 117 152 107 45
認　　1 認　　1
66.1% 33.9% 70.4% 29.6%
薬 学 部
234 147 87 84 52 32
認　　2 認　　2
62.8% 37.2% 61.9% 38.1%
工 学 部
2,761 1,806 955 959 572 387
認　 20 認　　7 認　 13 認　　2 認　　2
他　　1 他　　1
65.4% 34.6% 59.6% 40.4%
農 学 部
855 531 324 315 166 149
認　　6 認　　4 認　　2
62.1% 37.9% 52.7% 47.3%
合 　 計
8,460 5,431 3,029 2,921 1,817 1,104
認　 77 認　 28 認　 49 認　　6 認　　4 認　　2
他　　8 他　　1 他　　7 他　　1 他　　1











25.3卒 24.3以前卒 25.3卒 24.3以前卒
法 学 部





100.0% 0.0% 100.0% 0.0%
























































































































館 群 と 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム「University Museum 
Activity Creates Future of University」を清風荘で
共同開催した。
新緑の映える清風荘を会場に，５ヶ国30名が参
加し，本学および台湾大学博物館群からの各４名に
よる大学博物館に関するテーマの講演と討論会を
行った。
本シンポジウムは，総合博物館が継続的に実施し
ている台湾大学博物館群との学術交流をさらに発展
させ，大学博物館の国際ネットワークの構築に両大
学が積極的に参画していくことを目指して，実施さ
れたものである。
大野照文 総合博物館長の挨拶で始まったシンポ
ジウムでは，午前に永益英敏 総合博物館准教授が，
午後に本川雅治 総合博物館准教授が，司会進行を
行い，８名の講師が総合博物館および台湾大学博物
館群の現状・問題点などを報告し，それぞれの講演
について，参加者との活発な意見交換が行われた。
参加者による意見交換は，二つのセッションや討
論会の中だけではなく，昼食や茶会の交歓の場，清
風荘の庭を逍遥しながらも活発に行われ，歴史的建
築物の持つ場や時間感覚を共有しながら，大学博物
館や大学の未来に対する建設的な議論が濃密に展開
された。最後に，大野館長がまとめと閉会挨拶を行
い，４時間以上にわたるシンポジウムが終了した。
続いて27日（土）に，台湾大学のシンポジウム参加
者は研究資源アーカイブおよび総合博物館の施設を
見学した。
午前に訪れた研究資源アーカイブ映像ステー
ション（稲盛財団記念館１階）では，五島敏芳 総合
博物館講師が，研究資源アーカイブの目的・特色お
よび映像ステーションで見ることができる研究資源
をもとにアーカイブ化した作品を紹介し，その作品
の閲覧・視聴方法等の説明をした後，学術探検映画
「カラコルム～カラコラム・ヒンズークシ学術探検
記録」を興味深く熱心に鑑賞した。
午後は総合博物館に移動し，子ども博物館・収蔵
室を見学した。子ども博物館では，スタッフの大学
院生に活動内容ややりがい等について質問し，子ど
もたちが熱心に活動に参加している風景を写真に収
めていた。
また，収蔵室では260万点と東アジアで有数のコ
レクションを所蔵する総合博物館の標本資料を見学
し，その研究や保管についての意見交換を行った。
日本統治時代の台北帝国大学当時に収集され，現在
も台湾大学博物館群で収蔵されている学術標本資料
について，本学に収蔵されている同時代の標本資料
も対象とした共同研究を進めていくことで合意した。
今回のシンポジウムの主要な参加者は，本学総合
博物館と台湾大学博物館群のスタッフである。両博
物館の交流は平成24年の学術交流協定に基づく植物
標本のデータベース化（総合博物館），同９月の環太
平洋大学協会（APRU）のシンポジウム（総合博物館）
の開催，さらには平成25年３月に，子ども博物館の
紹介を中心としたミニシンポジウムの開催（台湾大
学）などを通じてきわめて活発である。本学と台湾
大学が歴史的にも関係の深いこと，一拠点に標本を
集めた本学総合博物館と，それぞれの部局が博物館
をもつ台湾大学の博物館群のお互いの優れた点を共
有できることなどが，その背景にある。しかし，最
総合博物館が台湾大学博物館群と国際シンポジウムと学術交流を実施
国際シンポジウム参加者（清風荘）
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大の理由は，標本収集・維持管理から，研究・教育
への利活用，さらには普及まで熱意をもって関わっ
ている両大学の博物館の教職員・大学院生・学生の
間の連帯意識である。今後も両大学の博物館は共同
作業を深めていく予定である。
 （総合博物館）
大学文書館では，５月１日（水）より百周年時計台
記念館１階歴史展示室にて，常設展「第三高等学校
の歴史」を開設した。
第三高等学校（三高）は，明治２年に化学・物理の
学校として大阪に開講した舎
せい
密
みきょく
局を始まりとし，そ
の後何回かの制度の改編を経て明治22年に京都に移
転し，明治27年に第三高等学校という名称になった。
以後，戦後の教育改革の中で京都大学に統合される
に至るまで，三高は，京都という歴史と文化の街で
独自の「自由の校風」を築いてきた。
このたび大学文書館は，三高の貴重な資料と精神
を永く後世に継承するため，折田彦市胸像，高橋是
清揮
き
毫
ごう
の第三高等学校校銘板，舎密局創立の起源が
記された書面など，数々の資料の常設展示を開始
した。
本展示では，三高の歴史を時代順に以下の三つの
テーマに分け，写真や各種史料約70点を公開して
いる。
・テーマ１　大阪から京都へ
三高の「自由」の校風をよく表す「称呼ノコト」（生
徒と教師が互いに「さん」づけで呼び合うことを定め
た）など，三高の始まりを象徴する史料を展示して
いる。
・テーマ２　生徒たち，教員たち
湯川秀樹や朝永振一郎をはじめとした錚
そう
々
そう
たる学
者たちを輩出した三高の，伸び伸びとした教育の一
端を垣間見ることができる。
・テーマ３　激動の時代
戦時期，そして敗戦後の三高生たちが置かれてい
た厳しい状況とともに，よく訪れた喫茶店のメ
ニューや紀念祭関係の史料など，その状況下でも学
園生活を充実させていた様子なども描き出している。
 （大学文書館）
大学文書館　常設展「第三高等学校の歴史」を開設
薬学研究科では，附属薬用植物園において，５月
12日（日），５月15日（水）の２日にわたり，合計５回，
「第２回薬用植物園見学会」を開催した。見学会は昨
年度から実施し，今年で２回目を数える。
両日とも好天の中，本学部卒業生，本学教職員，
近隣住民の合計137名が参加し，佐治英郎薬学研究
薬学研究科で附属薬用植物園の見学会を開催
展示会場風景
展示会場に来場した松本　紘総長と西山　伸大学文書館教授
3955
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亀山正邦先生は，平成25年
４月24日逝去された。享年89。
先生は，昭和25年３月東京
大学医学部医学科を卒業，同
年４月同学部附属病院におい
て実地修練開始，同26年３月
終了，同年４月から同29年３
月まで同学部内科学第三講座において研究に従事，
同29年４月から同32年３月まで同大学院医学研究科
博士課程に特別研究生として在籍，同32年４月から
同年９月まで同大学医学部内科学第三講座において
研究に従事した。その後，昭和32年10月から同47年
３月まで社会福祉法人浴風会病院において医師とし
て勤務，同年４月から同50年11月まで東京都養育院
附属病院に副病院長として勤務した。この間，昭和
34年２月に東京大学より医学博士の学位を授与され
ている。昭和50年11月京都大学医学部教授に採用さ
れ，老年医学講座を担当，その後同54年10月神経内
科学講座の新設に伴い同講座の初代教授となり，同
講座の基礎の確立と発展に尽くした。
昭和62年３月京都大学を停年退官され，同年４月
本学より名誉教授の称号を授与された。退官後は，
住友病院長，続いて名誉院長を務められた。
先生は，老年病および脳卒中研究の第一人者であ
り，永年にわたって老年医学講座および神経内科学
講座の管理運営，学問の研鑽にあたると共に後進の
指導，学生の教育および診療に尽力し，老年医学なら
びに神経内科学の進歩に貢献された。殊に本学医学
部神経内科学講座は日本における最初の講座として
注目され，その発展への貢献は高く評価されている。
また先生は，日本神経学会，日本老年医学会，日
本脳卒中学会，日本動脈硬化学会の会長を務める一
方，厚生省医師国家試験委員長や，科学技術庁将来
科学技術予測委員会委員長等を歴任し，厚生，科学
技術行政にも多大の貢献を果たされた。平成３年に
は紫綬褒章を授与された。
 （大学院医学研究科）
亀山　正邦　名誉教授
訃報
このたび，亀
かめ
山
やま
正
まさ
邦
くに
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同教授の略歴，
業績等を紹介します。
科長・薬用植物園長の挨拶の後，伊藤美千穂薬品資
源学分野准教授による説明が行われた。参加者は説
明を熱心に聞き，また実際に薬用植物に触れるなど
して薬用植物に対する知見を深め，好評のうちに見
学会は終了した。
 （大学院薬学研究科）
薬用植物に直接触れる参加者の様子 伊藤准教授による説明の様子
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